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一
、
私わ

た
し

た
ち
の
宗し

ゅ
う

旨し

は
顕け

ん

本ぽ
ん

法ほ
っ

華け

宗し
ゅ
う

で
す

一
、
顕け

ん

本ぽ
ん

法ほ
っ

華け

宗し
ゅ
う

の
総そ

う

本ほ
ん

山ざ
ん

は
京き

ょ
う

都と

の
妙み

ょ
う

満ま
ん

寺じ

で
す

一
、
私わ

た
し

た
ち
は
日に

ち

蓮れ
ん

大だ
い

聖し
ょ
う

人に
ん

が
定さ

だ

め
ら
れ
た
大だ

い

曼ま
ん

荼だ

羅ら

を 
 

御ご

本ほ
ん

尊ぞ
ん

と
し
て
篤あ

つ

く
仏ぶ

つ

・
法ほ

う

・
僧そ

う

の
三さ

ん

宝ぼ
う

さ
ま
に  

 

帰き

依え

し
ま
す

一
、
私わ

た
し

た
ち
は
妙み

ょ
う

法ほ
う

蓮れ
ん

華げ

経き
ょ
う

と
日に

ち

蓮れ
ん

大だ
い

聖し
ょ
う

人に
ん

の
御ご

書し
ょ

を
教お

し

え
の 

拠よ

り
所ど

こ
ろ

と
し
ま
す

一
、
私わ

た
し

た
ち
は
お
釈し

ゃ

迦か

さ
ま
を
教き

ょ
う

主し
ゅ

と
仰あ

お

ぎ
日に

ち

蓮れ
ん

大だ
い

聖し
ょ
う

人に
ん

を
宗し

ゅ
う

祖そ 

日に
ち

什じ
ゅ
う

大だ
い

正し
ょ
う

師し

を
開か

い

祖そ

と
し
て
経き

ょ
う

巻が
ん

相そ
う

承じ
ょ
う

を
宗し

ゅ
う

是ぜ

と
し
ま
す

一
、
私わ

た
し

た
ち
は
お
釈し

ゃ

迦か

さ
ま
の
大だ

い

慈じ

大だ
い

悲ひ

を
信し

ん

じ
て

 

努つ
と

め
て
菩ぼ

薩さ
つ

の
行ぎ

ょ
う

を
実じ

っ

践せ
ん

し
ま
す

盆
棚（
精し
ょ
う

霊り
ょ
う

棚だ
な

）の
飾
り
方

　
お
盆
期
間
中
は
、
普
段
に
も
増
し
て
ご
先
祖
様
や
新
盆
の
霊
位
に
感
謝
の
気
持
ち

を
捧
げ
る
た
め
に
、
お
仏
壇
の
前
に
盆
棚
（
あ
る
い
は
精
霊
棚
）
と
い
う
特
別
な
祭

壇
を
お
つ
く
り
す
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。

　
左
の
イ
ラ
ス
ト
を
参
考
に
、
各
ご
家
庭
に
て
で
き
る
限
り
の
お
飾
り
を
行
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。※

お
盆
の
ご
供
養
や
風
習
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
菩
提

寺
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

盆
棚
の
飾
り
方
の
例

①
ほ
お
ず
き
・
笹
竹

②
だ
ん
ご
・
そ
う
め
ん

③
水
の
子
（
な
す
の
賽
の
目
）

④
蓮
の
葉
に
水

⑤
き
ゅ
う
り
の
馬

⑥
な
す
の
牛

⑦
み
そ
は
ぎ

⑧
ま
こ
も
・
ご
ざ

1

2
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1

宗
務
院

全
国
布
教
師
研
修
会

　
10
月
29
日
、
全
国
布
教
師

研
修
会
並
び
に
総
会
が
、Z
ｏ

ｏ
ｍ
を
使
っ
た
リ
モ
ー
ト
会

議
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研

修
会
で
は
、
特
命
布
教
師
の

川
崎
英
真
師（
千
葉
県
茂
原
市

龍
教
寺
住
職
）に
よ
る「
御
本

尊
集
・
史
料
集
に
つ
い
て
の
説

明
」の
講
義
が
あ
り
、
御
本
尊

集
・
資
料
集
の
内
容
や
、
そ
れ

ら
の
価
値
に
つ
い
て
詳
細
な
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者

か
ら
質
問
や
活
発
な
意
見
交

換
が
あ
り
ま
し
た
。

第
六
教
区

常
楽
院
日
経
上
人
報
恩
の
会

　
10
月
27
日
、
第
六
教
区
音

川
教
会（
富

山
市
婦
中
町

外
輪
野
）に

て
常
楽
院
日

経
上
人
御
命

日
忌
報
恩
法

要
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
も
あ
り
、
規
模
を

縮
小
し
て
の
法
要
と
な
り
ま

し
た
が
、
各
地
よ
り
参
列
の
会

員
諸
師
、並
び
に
音
川
教
会
を

熱
心
に
護
持
い
た
だ
い
て
い
る

若
瀬
氏
と
共
に
日
経
上
人
の

終
焉
の
地
で
お
題
目
を
唱
え
、

不
惜
身
命
の
精
神
で
法
華
経

弘
通
に
邁
進
さ
れ
た
日
経
上

人
の
ご
遺
徳
を
偲
び
ま
し
た
。

第
八
教
区

寛
文
法
難
先
師
顕
彰
参
拝

　
10
月
4
日
、
恒
例
の
寛
文

法
難
先
師
顕
彰
参
拝
が
行
わ

れ
、
現
地（
宮
崎
県
日
南
市

北
郷
地
区
）在
住
で
、
日
頃

よ
り
顕
彰
碑
等
の
管
理
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
清せ

い

氏
と

関
係
者
代
表
が
、
寛
文
５
年

遷
　
化

　
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
第
28

世
　
吉
本
乗
明
師
が
、
令
和
3
年
8
月

13
日
に
世
寿
58
歳（
数
え
年
）に
て
遷

化
さ
れ
ま
し
た
。
8
月
17
日
密
葬
、
10

月
2
日
に
本
葬
が
蓮
華
寺
に
お
い
て
、
両
日
と
も
島
田
幸
晴

師
（
広
島
市
・
妙
詠
寺
住
職
）
を
導
師
に
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

略
歴 

昭
和
39
年
、
広
島
県
生
ま
れ
。

平
成
16
年
、
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
住
職
に
就
任
。

宗
内
に
お
い
て
は
、
平
成
16
年
第
8
教
区
布
教
師
。
平
成

25
年
特
命
布
教
師
（
3
期
）。
令
和
2
年
宗
会
議
員
等
歴
任
。

蓮
華
寺
伽
藍
復
興
、
寺
門
興
隆
に
尽
力
さ
れ
た
。

梅ば
い
こ
う
い
ん

香
院
日に

ち
ゆ
う游

上
人

（
１
６
６
６
）に
配
流
と
な
ら

れ
た
精
進
院
日
英
上
人
・
福

智
院
日
応
上
人
の
ご
遺
徳
を

偲
び
、
先
師
顕
彰
碑
前
に
お

い
て
報
恩
法
要
を
厳
修
い
た

し
ま
し
た
。

宣
言
」
が
解
除
さ
れ
、
末
寺

の
お
上
人
方
や
本
山
檀
信
徒

が
参
詣
、
２
日
間
に
わ
た
り

報
恩
法
要
を
勤
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
12
日
の
逮
夜
法
要
で
は
、

式
衆
が
灯
明
を
掲
げ
て
本
堂

を
行
道
す
る
な
ど
、
幽
玄
な

雰
囲
気
の
な
か
で
大
聖
人
の

ご
遺
徳
を
お
偲
び
し
、
翌
13

日
も
、
大
川
猊
下
大
導
師
の

も
と
、
正
当
法
要
が
奉
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
法
要
後
は
、
顕
本
法
華
宗

特
命
布
教
師
・
藤
本
智
成
師

（
岡
山
本
経
寺
住
職
）
に
よ

る
「
御
会
式
に
寄
せ
て
～
菩

提
寺
と
妙
満
寺
～
」
と
題
す

る
法
話
が
あ
り
、
参
詣
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

第
７
４
０
回

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
報
恩

御
会
式
奉
行

　
10
月
12
日
・
13
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
第
７
４
０
回

に
当
た
る
宗
祖
日
蓮
大
聖
人

報
恩
御
会
式
が
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
９
月
30
日
に
「
緊
急
事
態

霊
宝
「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」

お
里
帰
り

　
10
月
23
日
、
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、「『
安
珍
・

清
姫
の
鐘
』お
里
帰
り
法
要
」

が
奉
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
山
に
伝
わ
る
道
成
寺
二

代
目
釣
鐘「
安
珍・清
姫
の
鐘
」

は
、
正
平
年
間
に
逸
見
万
寿

丸
（
源
清
重
）
に
よ
り
道
成

寺
に
寄
進
さ
れ
、
逸
見
万
寿

丸
の
生
誕
７
０
０
年
に
当
た

る
今
年
「
逸
見
万
壽
丸
生
誕

七
百
年
を
祝
う
会
」
が
発
足
、

平
成
16
年
以
来
17
年
ぶ
り
に

「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」
が
道
成

寺
に
お
里
帰
り
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
道
成
寺
で
は
、
秘

仏
千
手
観
音
像
の
「
中
開
帳
」

（
本
来
は
33
年
ご
と
に
開
帳
）

が
特
別
に
行
わ
れ
、
11
月
18

日
ま
で
の
期
間
、
逸
見
万
寿
丸

ゆ
か
り
の
本
堂
に
釣
鐘
・
秘
仏

が
会
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

道成寺本堂に安置された
「安珍清姫の鐘」

23 22令和 4年は立正大師諡号宣下 100 周年です。



顕
本
法
華
宗
管
長　

再
任
の
ご
挨
拶

南
無
妙
法
蓮
華
経

　

私
儀
、３
月
の
顕
本
法
華
宗
第
77
定
期
宗
会
に
於
い
て
、
顕
本
法
華
宗
管
長
お
よ
び

総
本
山
妙
満
寺
貫
首
に
再
任
い
た
し
ま
し
た
。
も
と
よ
り
そ
の
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

仏
祖
三
宝
諸
尊
へ
の
ご
給
仕
に
つ
と
め
て
い
く
所
存
で
す
。

　

ご
承
知
の
通
り
、
本
宗
の
宗
章
で
あ
る
「
三
つ
り
ん
ど
う
た
ち
ば
な
」
の
紋
章
は
、

僧
員
の
お
袈
裟
や
紋
幕
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
「
三
つ
り
ん

ど
う
た
ち
ば
な
」の
紋
章
に
誇
り
を
持
ち
、
日
蓮
大
聖
人
の
終
生
の
願
い
で
あ
る
、
国
土

に
平
和
を
！ 

人
々
に
安
ら
ぎ
を
！ 

を
、一
人
ひ
と
り
が
心
の
中
に
あ
る“
信
仰
の
小こ

箱ば
こ

”

に
し
っ
か
り
と
納
め
、
そ
し
て
、
本
宗
の
僧
員
と
檀
信
徒
が
力
を
合
わ
せ
て
、
什
祖
留

魂
の
地
・
総
本
山
妙
満
寺
を
い
た
だ
き
、「
経き
ょ
う

巻が
ん

相そ
う

承じ
ょ
う　

直じ
き

受じ
ゅ

法ほ
っ

水す
い

（
日
蓮
）」
の
御
旗

の
も
と
に
、
正
法
顕
本
法
華
の
教
え
を
多
く
の
人
々
に
弘
め
伝
え
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

管
長
、
貫
首
再
任
に
あ
た
り
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

合 

掌

大お

お

川か

わ

日に

ち

仰ご

う

総
本
山
妙
満
寺
貫
首

顕
本
法
華
宗
管
長

春
季
報
恩
大
法
要

令
和

4
年

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
立
正
大
師
諡
号
宣
下
1
0
0
周
年
慶
讃
法
要

　

５
月
21
日
（
土
）・
22
日
（
日
）
の
両
日
に
わ
た
り
、
京

都
の
総
本
山
妙
満
寺
に
お
い
て
春
季
報
恩
大
法
要
が
奉
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
日
蓮
大
聖
人
が
立
正
大
師
の
諡
号
を
賜
っ
て

か
ら
１
０
０
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
立り

っ

正し
ょ
う

大だ
い

師し

諡し

号ご
う

宣せ
ん

下げ

１
０
０
周
年
慶
讃
法
要
が
併
修
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
に
続
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
動
画
配
信
（
リ
モ
ー

ト
参
拝
）
を
活
用
し
、
大
川
日
仰
猊
下
大
導

師
の
も
と
、
河
野
時
巧
宗
務
総
長
、
土
持
栄

孝
本
山
総
務
、近
末
寺
院
僧
員
出
仕
に
よ
り
、

厳
粛
に
法
要
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

宗
務
院

全
国
布
教
師
研
修
会

　
10
月
29
日
、
全
国
布
教
師

研
修
会
並
び
に
総
会
が
、Z
ｏ

ｏ
ｍ
を
使
っ
た
リ
モ
ー
ト
会

議
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研

修
会
で
は
、
特
命
布
教
師
の

川
崎
英
真
師（
千
葉
県
茂
原
市

龍
教
寺
住
職
）に
よ
る「
御
本

尊
集
・
史
料
集
に
つ
い
て
の
説

明
」の
講
義
が
あ
り
、
御
本
尊

集
・
資
料
集
の
内
容
や
、
そ
れ

ら
の
価
値
に
つ
い
て
詳
細
な
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者

か
ら
質
問
や
活
発
な
意
見
交

換
が
あ
り
ま
し
た
。

第
六
教
区

常
楽
院
日
経
上
人
報
恩
の
会

　
10
月
27
日
、
第
六
教
区
音

川
教
会（
富

山
市
婦
中
町

外
輪
野
）に

て
常
楽
院
日

経
上
人
御
命

日
忌
報
恩
法

要
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
も
あ
り
、
規
模
を

縮
小
し
て
の
法
要
と
な
り
ま

し
た
が
、
各
地
よ
り
参
列
の
会

員
諸
師
、並
び
に
音
川
教
会
を

熱
心
に
護
持
い
た
だ
い
て
い
る

若
瀬
氏
と
共
に
日
経
上
人
の

終
焉
の
地
で
お
題
目
を
唱
え
、

不
惜
身
命
の
精
神
で
法
華
経

弘
通
に
邁
進
さ
れ
た
日
経
上

人
の
ご
遺
徳
を
偲
び
ま
し
た
。

第
八
教
区

寛
文
法
難
先
師
顕
彰
参
拝

　
10
月
4
日
、
恒
例
の
寛
文

法
難
先
師
顕
彰
参
拝
が
行
わ

れ
、
現
地（
宮
崎
県
日
南
市

北
郷
地
区
）在
住
で
、
日
頃

よ
り
顕
彰
碑
等
の
管
理
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
清せ

い

氏
と

関
係
者
代
表
が
、
寛
文
５
年

遷
　
化

　
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
第
28

世
　
吉
本
乗
明
師
が
、
令
和
3
年
8
月

13
日
に
世
寿
58
歳（
数
え
年
）に
て
遷

化
さ
れ
ま
し
た
。
8
月
17
日
密
葬
、
10

月
2
日
に
本
葬
が
蓮
華
寺
に
お
い
て
、
両
日
と
も
島
田
幸
晴

師
（
広
島
市
・
妙
詠
寺
住
職
）
を
導
師
に
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

略
歴 

昭
和
39
年
、
広
島
県
生
ま
れ
。

平
成
16
年
、
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
住
職
に
就
任
。

宗
内
に
お
い
て
は
、
平
成
16
年
第
8
教
区
布
教
師
。
平
成

25
年
特
命
布
教
師
（
3
期
）。
令
和
2
年
宗
会
議
員
等
歴
任
。

蓮
華
寺
伽
藍
復
興
、
寺
門
興
隆
に
尽
力
さ
れ
た
。

梅ば
い
こ
う
い
ん

香
院
日に

ち
ゆ
う游

上
人

（
１
６
６
６
）に
配
流
と
な
ら

れ
た
精
進
院
日
英
上
人
・
福

智
院
日
応
上
人
の
ご
遺
徳
を

偲
び
、
先
師
顕
彰
碑
前
に
お

い
て
報
恩
法
要
を
厳
修
い
た

し
ま
し
た
。

宣
言
」
が
解
除
さ
れ
、
末
寺

の
お
上
人
方
や
本
山
檀
信
徒

が
参
詣
、
２
日
間
に
わ
た
り

報
恩
法
要
を
勤
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
12
日
の
逮
夜
法
要
で
は
、

式
衆
が
灯
明
を
掲
げ
て
本
堂

を
行
道
す
る
な
ど
、
幽
玄
な

雰
囲
気
の
な
か
で
大
聖
人
の

ご
遺
徳
を
お
偲
び
し
、
翌
13

日
も
、
大
川
猊
下
大
導
師
の

も
と
、
正
当
法
要
が
奉
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
法
要
後
は
、
顕
本
法
華
宗

特
命
布
教
師
・
藤
本
智
成
師

（
岡
山
本
経
寺
住
職
）
に
よ

る
「
御
会
式
に
寄
せ
て
～
菩

提
寺
と
妙
満
寺
～
」
と
題
す

る
法
話
が
あ
り
、
参
詣
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

第
７
４
０
回

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
報
恩

御
会
式
奉
行

　
10
月
12
日
・
13
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
第
７
４
０
回

に
当
た
る
宗
祖
日
蓮
大
聖
人

報
恩
御
会
式
が
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
９
月
30
日
に
「
緊
急
事
態

霊
宝
「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」

お
里
帰
り

　
10
月
23
日
、
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、「『
安
珍
・

清
姫
の
鐘
』お
里
帰
り
法
要
」

が
奉
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
山
に
伝
わ
る
道
成
寺
二

代
目
釣
鐘「
安
珍・清
姫
の
鐘
」

は
、
正
平
年
間
に
逸
見
万
寿

丸
（
源
清
重
）
に
よ
り
道
成

寺
に
寄
進
さ
れ
、
逸
見
万
寿

丸
の
生
誕
７
０
０
年
に
当
た

る
今
年
「
逸
見
万
壽
丸
生
誕

七
百
年
を
祝
う
会
」
が
発
足
、

平
成
16
年
以
来
17
年
ぶ
り
に

「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」
が
道
成

寺
に
お
里
帰
り
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
道
成
寺
で
は
、
秘

仏
千
手
観
音
像
の
「
中
開
帳
」

（
本
来
は
33
年
ご
と
に
開
帳
）

が
特
別
に
行
わ
れ
、
11
月
18

日
ま
で
の
期
間
、
逸
見
万
寿
丸

ゆ
か
り
の
本
堂
に
釣
鐘
・
秘
仏

が
会
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

道成寺本堂に安置された
「安珍清姫の鐘」
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誕
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た

る
今
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「
逸
見
万
壽
丸
生
誕

七
百
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を
祝
う
会
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が
発
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、

平
成
16
年
以
来
17
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ぶ
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に
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安
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お
里
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し
ま
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に
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で
は
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千
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観
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像
の
「
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開
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（
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来
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布教総監
秋葉敬真師

大川日仰猊下の御親教

　

特
命
布
教
師
の
各
師
は
管
長
猊
下
名
代
と
し
て
、
総
本

山
妙
満
寺
の
春
季
報
恩
大
法
要
や
、全
国
末
寺
に
お
い
て

法
話
・
講
演
を
し
、檀
信
徒
の
教
化
や
、本
宗
僧
員
へ
の
布

教
の
研
修
練
磨
及
び
実
践
の
指
導
に
も
あ
た
ら
れ
ま
す
。

　

令
和
４
年
３
月
付
け
に
て
、
大
川
日
仰
管
長
よ
り
任
命

さ
れ
た
布
教
師
会
各
師
は
左
記
の
方
々
で
す
。

特
命
布
教
師  

：  

桑
村
信
慶
師
（
京
都
　
法
光
寺
住
職
）

特
命
布
教
師  

：  

藤
本
智
成
師
（
岡
山
　
本
経
寺
住
職
）

特
命
布
教
師  

：  

川
崎
英
真
師
（
千
葉
　
龍
教
寺
住
職
）

特
命
布
教
師  

：  

吉
本
栄
昶
師
（
茨
城
　
長
照
寺
住
職
）

特
命
布
教
師  

：  

秋
葉
妙
琳
師
（
東
京
　
法
成
寺
内
）

    

布
教
師
会 

各
師
紹
介

法 

話

法 
要

特命布教師
藤本智成師

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
立
正
大
師

諡
号
宣
下
１
０
０
周
年
に
よ
せ
て

各座において慶讃文が
読まれました。

権
大
僧
正
辞
令
伝
達
式

大阪府 茨木市 法華寺住職
奥村智学師

大阪府 堺市 妙満寺住職
青山靖史師

本堂に常置された
釣鐘

切り火による厨子開帳

ご来賓の和歌山 道成寺 小野俊成様

安
珍
清
姫
の
鐘
供
養
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39
年
、
広
島
県
生
ま
れ
。

平
成
16
年
、
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
住
職
に
就
任
。

宗
内
に
お
い
て
は
、
平
成
16
年
第
8
教
区
布
教
師
。
平
成

25
年
特
命
布
教
師
（
3
期
）。
令
和
2
年
宗
会
議
員
等
歴
任
。

蓮
華
寺
伽
藍
復
興
、
寺
門
興
隆
に
尽
力
さ
れ
た
。

梅ば
い
こ
う
い
ん

香
院
日に

ち
ゆ
う游

上
人

（
１
６
６
６
）に
配
流
と
な
ら

れ
た
精
進
院
日
英
上
人
・
福

智
院
日
応
上
人
の
ご
遺
徳
を

偲
び
、
先
師
顕
彰
碑
前
に
お

い
て
報
恩
法
要
を
厳
修
い
た

し
ま
し
た
。

宣
言
」
が
解
除
さ
れ
、
末
寺

の
お
上
人
方
や
本
山
檀
信
徒

が
参
詣
、
２
日
間
に
わ
た
り

報
恩
法
要
を
勤
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
12
日
の
逮
夜
法
要
で
は
、

式
衆
が
灯
明
を
掲
げ
て
本
堂

を
行
道
す
る
な
ど
、
幽
玄
な

雰
囲
気
の
な
か
で
大
聖
人
の

ご
遺
徳
を
お
偲
び
し
、
翌
13

日
も
、
大
川
猊
下
大
導
師
の

も
と
、
正
当
法
要
が
奉
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
法
要
後
は
、
顕
本
法
華
宗

特
命
布
教
師
・
藤
本
智
成
師

（
岡
山
本
経
寺
住
職
）
に
よ

る
「
御
会
式
に
寄
せ
て
～
菩

提
寺
と
妙
満
寺
～
」
と
題
す

る
法
話
が
あ
り
、
参
詣
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

第
７
４
０
回

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
報
恩

御
会
式
奉
行

　
10
月
12
日
・
13
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
第
７
４
０
回

に
当
た
る
宗
祖
日
蓮
大
聖
人

報
恩
御
会
式
が
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
９
月
30
日
に
「
緊
急
事
態

霊
宝
「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」

お
里
帰
り

　
10
月
23
日
、
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、「『
安
珍
・

清
姫
の
鐘
』お
里
帰
り
法
要
」

が
奉
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
山
に
伝
わ
る
道
成
寺
二

代
目
釣
鐘「
安
珍・清
姫
の
鐘
」

は
、
正
平
年
間
に
逸
見
万
寿

丸
（
源
清
重
）
に
よ
り
道
成

寺
に
寄
進
さ
れ
、
逸
見
万
寿

丸
の
生
誕
７
０
０
年
に
当
た

る
今
年
「
逸
見
万
壽
丸
生
誕

七
百
年
を
祝
う
会
」
が
発
足
、

平
成
16
年
以
来
17
年
ぶ
り
に

「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」
が
道
成

寺
に
お
里
帰
り
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
道
成
寺
で
は
、
秘

仏
千
手
観
音
像
の
「
中
開
帳
」

（
本
来
は
33
年
ご
と
に
開
帳
）

が
特
別
に
行
わ
れ
、
11
月
18

日
ま
で
の
期
間
、
逸
見
万
寿
丸

ゆ
か
り
の
本
堂
に
釣
鐘
・
秘
仏

が
会
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

道成寺本堂に安置された
「安珍清姫の鐘」

23 22令和 4年は立正大師諡号宣下 100 周年です。

布
教
総
監
（
会
長
）

　     

秋
葉
敬
真
師
（
東
京
　
法
成
寺
住
職
）
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「
立り

っ

正し
ょ
う

大だ
い

師し

諡し

号ご
う

宣せ
ん

下げ

100
周
年
」を
迎
え
て

　
「
立
正
大
師
」
の
諡
号
が
宣
下
さ
れ
る
こ
と
は
、
大
聖
人
の

多
く
の
崇
敬
者
や
檀
信
徒
の
願
い
で
あ
り
ま
し
た
。

　

宮
内
省
か
ら
の
正
式
な
大
師
号
宣
下
の
通
知
状
は
、
日
蓮

門
下
各
派
管
長
を
代
表
し
て
、
顕
本
法
華
宗
管
長　

本
多
日

生
上
人
宛
て
に
送
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
の
顕
本
法
華
宗
が
本

多
日
生
上
人
を
中
心
に
し
て
、
い
か
に
広
宣
布
教
に
活
躍
し

て
い
た
か
が
こ
の
一
事
を
み
て
も
推
察
で
き
ま
す
。

　

当
時
の
『
時
事
新
報
』
朝
刊
に
は
、

「（
前
略
）
他
宗
で
は
今
日
ま
で
大
抵
は
大
師
号
を
賜
っ
て
い
る

が
、
日
蓮
聖
人
は
生
誕
以
来
七
百
年
に
し
て
初
め
て
こ
の
こ
と

　

こ
の
奉
祝
会
に
は
、
約
２
５
０
０
人
の
日
蓮
門
下
僧
俗
が

集
結
し
、
正
面
に
日
蓮
大
聖
人
の
水
鏡
御
影
（
肖
像
画
）
が

奉
掲
さ
れ
、
ま
た
宣
下
書
が
奉
安
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
正
対
し
て
日
蓮
門
下
各
派
管
長
が
着
座
、
そ
の
左
右

に
は
各
界
の
来
賓
や
日
蓮
門
下
の
名
士
ら
が
着
席
し
、
陸
軍

戸
山
学
校
軍
楽
隊
の
奉
楽
の
後
、
４
０
０
名
の
日
宗
大
学
学

生
に
よ
る
慶
讃
歌
、
国
柱
会
雅
楽
部
の
雅
楽
演
奏
に
続
い
て
、

日
蓮
宗
管
長
に
よ
る
発
声
に
て
法
華
経
寿
量
品
の
読
経
と
唱

題
、そ
し
て
本
多
日
生
上
人
に
よ
る『
奉
戴
文
』の
奉
読
が
さ
れ
、

大
変
盛
大
で
厳
粛
な
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
新

聞
や
資
料
を
読
み
ま
す
と
、
大
師
号
の
宣
下
を
僧
俗
共
々
に

心
か
ら
喜
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

さ
て
、
顕
本
法
華
宗
の
開
祖
日
什
大
正
師
は
、

　
「
何
事
も
た
と
え
日
什
記
録
に
載
せ
た
る
事
な
り
と
も
、

大
聖
人
の
御
抄
の
本
意
に
背
く
は
本
と
な
す
べ
か
ら
ず
」

　
「
中
絶
の
法
水
（
正
法
の
継
承
が
途
絶
え
る
）
は
大
聖
人
の

御
内
証
（
心
の
内
の
悟
り
）
よ
り
続
き
た
て
ま
つ
る
べ
し
。
こ

れ
す
な
わ
ち
経
巻
相
承
の
一
分
な
り
」

と
い
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
宗
は
法
華
経
と
御
書
を
基
と
す

る
“
経

き
ょ
う

巻が
ん

相そ
う

承じ
ょ
う　

直じ
き

受じ
ゅ

法ほ
っ

水す
い

”（
お
釈
迦
さ
ま
の
教
え
を
正
し

く
経
典
を
通
し
て
継
承
し
、
大
聖
人
の
教
え
や
御
書
を
素
直

に
正
し
く
解
釈
す
る
こ
と
）
を
宗
旨
と
し
ま
す
。

　

そ
れ
ゆ
え
本
多
上
人
は
、
法
華
経
の
立
場
か
ら
開
祖
の
時

代
に
は
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
の
宗
教
や
仏

教
を
整
理
し
、
そ
の
結
論
的
に
導
か
れ
た
も
の
を
標
準
と
し

て
御
遺
文
を
再
解
釈
さ
れ
て
講
演
・
著
述
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
「
法
華
経
は
大
綱
を
説
き
、
細
か
い
所
に
至
っ
て
は

他
の
経
に
譲
っ
て
あ
る
」
と
考
え
ら
れ
て
要
望
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
法
華
経
の
立
場
よ
り
大
蔵
経
（
漢
文
に
訳
さ
れ
た
仏

教
聖
典
集
）
を
解
釈
し
た
『
大
蔵
経
要
義
』（
全
11
巻
）を
も

出
版
さ
れ
た
の
で
す
。

　

以
上
の
こ
と
に
よ
り
導
き
出
さ
れ
た
結
論
は
、
本
仏
釈
尊
を

中
心
と
す
る
信
仰
に
よ
っ
て
の
み「
本
仏
釈
尊
の
救
済
が
得
ら

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
津
々
浦
々
に
至
る
ま
で
信
徒
と
い

う
信
徒
は
感
激
に
満
ち
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
」
と
報
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
宣
下
書
拝
受
の
大
正
11
年
10
月
13
日
、
門
下
各

宗
管
長
八
師
は
宮
内
省
に
参
上
し
、
代
表
本
多
日
生
上
人

が
宣
下
書
を
拝
受
し
、
一
同
退
下
の
後
、
本
多
上
人
は
特
に

牧ま
き

野の

伸の
ぶ

顕あ
き

宮
内
大
臣
よ
り
諡
号
宣
下
の
聖
旨
に
つ
い
て
謹
話

を
承
り
、
そ
の
後
一
同
は
築
地
水
交
社
に
て
奉ぶ

戴た
い

式し
き

を
行
い
、

11
月
６
日
に
は
上
野
自
治
会
館
に
て
「
立
正
大
師
諡
号
宣
下

奉
祝
会
」
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
回  
本
多
日
生
上
人
の
主
義

宗
務
次
長 
千
葉
県 

経
胤
寺
住
職 

小
松
正
学

本多日生猊下。
写真提供：本多日生記念財団
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宗
務
院

全
国
布
教
師
研
修
会

　
10
月
29
日
、
全
国
布
教
師

研
修
会
並
び
に
総
会
が
、Z
ｏ

ｏ
ｍ
を
使
っ
た
リ
モ
ー
ト
会

議
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研

修
会
で
は
、
特
命
布
教
師
の

川
崎
英
真
師（
千
葉
県
茂
原
市

龍
教
寺
住
職
）に
よ
る「
御
本

尊
集
・
史
料
集
に
つ
い
て
の
説

明
」の
講
義
が
あ
り
、
御
本
尊

集
・
資
料
集
の
内
容
や
、
そ
れ

ら
の
価
値
に
つ
い
て
詳
細
な
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者

か
ら
質
問
や
活
発
な
意
見
交

換
が
あ
り
ま
し
た
。

第
六
教
区

常
楽
院
日
経
上
人
報
恩
の
会

　
10
月
27
日
、
第
六
教
区
音

川
教
会（
富

山
市
婦
中
町

外
輪
野
）に

て
常
楽
院
日

経
上
人
御
命

日
忌
報
恩
法

要
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
も
あ
り
、
規
模
を

縮
小
し
て
の
法
要
と
な
り
ま

し
た
が
、
各
地
よ
り
参
列
の
会

員
諸
師
、並
び
に
音
川
教
会
を

熱
心
に
護
持
い
た
だ
い
て
い
る

若
瀬
氏
と
共
に
日
経
上
人
の

終
焉
の
地
で
お
題
目
を
唱
え
、

不
惜
身
命
の
精
神
で
法
華
経

弘
通
に
邁
進
さ
れ
た
日
経
上

人
の
ご
遺
徳
を
偲
び
ま
し
た
。

第
八
教
区

寛
文
法
難
先
師
顕
彰
参
拝

　
10
月
4
日
、
恒
例
の
寛
文

法
難
先
師
顕
彰
参
拝
が
行
わ

れ
、
現
地（
宮
崎
県
日
南
市

北
郷
地
区
）在
住
で
、
日
頃

よ
り
顕
彰
碑
等
の
管
理
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
清せ

い

氏
と

関
係
者
代
表
が
、
寛
文
５
年

遷
　
化

　
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
第
28

世
　
吉
本
乗
明
師
が
、
令
和
3
年
8
月

13
日
に
世
寿
58
歳（
数
え
年
）に
て
遷

化
さ
れ
ま
し
た
。
8
月
17
日
密
葬
、
10

月
2
日
に
本
葬
が
蓮
華
寺
に
お
い
て
、
両
日
と
も
島
田
幸
晴

師
（
広
島
市
・
妙
詠
寺
住
職
）
を
導
師
に
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

略
歴 

昭
和
39
年
、
広
島
県
生
ま
れ
。

平
成
16
年
、
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
住
職
に
就
任
。

宗
内
に
お
い
て
は
、
平
成
16
年
第
8
教
区
布
教
師
。
平
成

25
年
特
命
布
教
師
（
3
期
）。
令
和
2
年
宗
会
議
員
等
歴
任
。

蓮
華
寺
伽
藍
復
興
、
寺
門
興
隆
に
尽
力
さ
れ
た
。

梅ば
い
こ
う
い
ん

香
院
日に

ち
ゆ
う游

上
人

（
１
６
６
６
）に
配
流
と
な
ら

れ
た
精
進
院
日
英
上
人
・
福

智
院
日
応
上
人
の
ご
遺
徳
を

偲
び
、
先
師
顕
彰
碑
前
に
お

い
て
報
恩
法
要
を
厳
修
い
た

し
ま
し
た
。

宣
言
」
が
解
除
さ
れ
、
末
寺

の
お
上
人
方
や
本
山
檀
信
徒

が
参
詣
、
２
日
間
に
わ
た
り

報
恩
法
要
を
勤
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
12
日
の
逮
夜
法
要
で
は
、

式
衆
が
灯
明
を
掲
げ
て
本
堂

を
行
道
す
る
な
ど
、
幽
玄
な

雰
囲
気
の
な
か
で
大
聖
人
の

ご
遺
徳
を
お
偲
び
し
、
翌
13

日
も
、
大
川
猊
下
大
導
師
の

も
と
、
正
当
法
要
が
奉
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
法
要
後
は
、
顕
本
法
華
宗

特
命
布
教
師
・
藤
本
智
成
師

（
岡
山
本
経
寺
住
職
）
に
よ

る
「
御
会
式
に
寄
せ
て
～
菩

提
寺
と
妙
満
寺
～
」
と
題
す

る
法
話
が
あ
り
、
参
詣
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

第
７
４
０
回

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
報
恩

御
会
式
奉
行

　
10
月
12
日
・
13
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
第
７
４
０
回

に
当
た
る
宗
祖
日
蓮
大
聖
人

報
恩
御
会
式
が
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
９
月
30
日
に
「
緊
急
事
態

霊
宝
「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」

お
里
帰
り

　
10
月
23
日
、
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、「『
安
珍
・

清
姫
の
鐘
』お
里
帰
り
法
要
」

が
奉
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
山
に
伝
わ
る
道
成
寺
二

代
目
釣
鐘「
安
珍・清
姫
の
鐘
」

は
、
正
平
年
間
に
逸
見
万
寿

丸
（
源
清
重
）
に
よ
り
道
成

寺
に
寄
進
さ
れ
、
逸
見
万
寿

丸
の
生
誕
７
０
０
年
に
当
た

る
今
年
「
逸
見
万
壽
丸
生
誕

七
百
年
を
祝
う
会
」
が
発
足
、

平
成
16
年
以
来
17
年
ぶ
り
に

「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」
が
道
成

寺
に
お
里
帰
り
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
道
成
寺
で
は
、
秘

仏
千
手
観
音
像
の
「
中
開
帳
」

（
本
来
は
33
年
ご
と
に
開
帳
）

が
特
別
に
行
わ
れ
、
11
月
18

日
ま
で
の
期
間
、
逸
見
万
寿
丸

ゆ
か
り
の
本
堂
に
釣
鐘
・
秘
仏

が
会
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

道成寺本堂に安置された
「安珍清姫の鐘」

23 22令和 4年は立正大師諡号宣下 100 周年です。



　
こ
の
ご
遺
文
は
日
蓮
大
聖
人
が
58

歳
の
時
に
身み

延の
ぶ

に
お
い
て
、
四
条
金

吾
氏
へ
の
返
書
と
し
て
書
か
れ
た
書

状
で
す
。

　
四
条
氏
は
、
同
僚
の
嫉し
っ

妬と

に
よ
る

主
君
江
間
氏
へ
の
数
々
の
告
げ
口
の
た

め
に
、
一
旦
領
地
を
召
し
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
迫
害
に
耐

え
て
主
君
の
信
用
を
回
復
し
、
再
び

領
地
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
こ

と
を
、
大
聖
人
へ
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
聖
人
は
、
こ
の
こ
と
は
「
陰い
ん
と
く徳

あ

れ
ば
陽よ
う
ほ
う報

あ
り
と
は
こ
れ
な
り
」
と
、

主
君
に
法
華
経
を
信
じ
さ
せ
よ
う
と

し
た
四
条
氏
の
心
の
深
さ
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
法
華
経
へ
の
深
き
信
心
が

導
い
た
結
果
で
あ
る
と
諭
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
法
華
経
は
根
深
く
源
み
な
も
と遠

し
」
と
法
華
経
の
み
が
未み

来ら
い

永え
い
ご
う劫

に

尽
き
る
こ
と
な
く
、
そ
の
教
え
は
弘

ま
っ
て
い
く
と
述
べ
ら
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、「
自
分
自
身
は
ま
だ
ま
だ

心
未
熟
な
身
で
は
あ
る
が
、
数
々
の

法
難
に
遭
う
中
、
一
心
に
お
題
目
を

唱
え
続
け
て
き
た
の
で
、
法
華
経
を

説
か
れ
た
ご
本
仏
、
お
釈
迦
様
の
使

い
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
」
と

明
言
さ
れ
、
最
後
に
、
法
華
経
へ
の

信
仰
を
つ
ら
ぬ
く
四
条
氏
、
ま
た
心

を
同
じ
に
す
る
人
々
に
対
し
、
未
来

に
は
必
ず
お
釈
迦
様
と
同
じ
世
界
に

住
ま
い
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
教
え

示
さ
れ
ま
し
た
。

聖
訓
カ
レ
ン
ダ
ー

一い
っ

身し
ん

凡ぼ
ん

夫ぶ

に
て
候そ

う
ら

え
ど
も

　

口く
ち

に
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
申も

う

せ
ば

　
　

如に
ょ

来ら
い

の
使つ

か
い

に
似に

た
り

四し

条じ
ょ
う

金き
ん

吾ご

殿ど
の

御ご

返へ
ん

事じ

弘
安
二
年
（
一
二
七
九
）
大
聖
人
五
十
八
歳

岡
山
県
和
気
町 
本
成
寺 

早
川
義
正

解
説

「
立り

っ

正し
ょ
う

大だ
い

師し

諡し

号ご
う

宣せ
ん

下げ

100
周
年
」を
迎
え
て

全国各寺院に配付された
パンフレット

「立正大師諡号宣下100周年」を記念
し、総本山妙満寺内宝物展示室にて、
本多日生猊下ゆかりの品々が展示され
ています。

れ
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。
仏
教
は
元
来
、
三
宝
（
仏・
法
・
僧
）

に
帰
依
す
る
こ
と
を
信
仰
の
基
本
と
し
ま
す
が
本
多
上
人
は
、

「
法
と
い
い
僧
と
い
う
は
畢ひ
っ

竟き
ょ
う（

つ
ま
る
と
こ
ろ
）
仏
の
救
い
の

手
で
あ
っ
て
三
宝
に
帰
依
す
る
中
心
を
本
仏
に
置
く
の
が
寿

量
品
の
思
想
で
あ
る
」

「
仏
が
大
慈
悲
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
こ
の
妙
法
五
字
の
袋
の
中

に
こ
の
珠
は
入
ら
な
い
」

「
法
華
経
は
本
仏
を
信
ぜ
よ
と
い
う
こ
と
の
記
録
で
あ
る
」

「
自
他
妙
合
の
力
、
す
な
わ
ち
向
上
す
る
自
己
の
力
（
自
力
）

と
、
外
か
ら
来
た
る
絶
対
の
力
（
他
力・仏
力
）
と
合
体
し
て
、

そ
の
処
に
感
応
の
妙（
妙
合
）が
生
ず
る
」な
ど
と
述
べ
ら
れ
て
、

本
仏
を
信
仰
の
中
心
に
定
め
ら
れ
た
の
で
す
。（

次
号
へ
続
く
）

参
考
文
献
：『
心
の
宝
』第
162
号（
昭
和
57
年
）　「
立
正
大
師
号
宣
下
六
十
年
」

古
瀬
堅
徳
著
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宗
務
院

全
国
布
教
師
研
修
会

　
10
月
29
日
、
全
国
布
教
師

研
修
会
並
び
に
総
会
が
、Z
ｏ

ｏ
ｍ
を
使
っ
た
リ
モ
ー
ト
会

議
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研

修
会
で
は
、
特
命
布
教
師
の

川
崎
英
真
師（
千
葉
県
茂
原
市

龍
教
寺
住
職
）に
よ
る「
御
本

尊
集
・
史
料
集
に
つ
い
て
の
説

明
」の
講
義
が
あ
り
、
御
本
尊

集
・
資
料
集
の
内
容
や
、
そ
れ

ら
の
価
値
に
つ
い
て
詳
細
な
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者

か
ら
質
問
や
活
発
な
意
見
交

換
が
あ
り
ま
し
た
。

第
六
教
区

常
楽
院
日
経
上
人
報
恩
の
会

　
10
月
27
日
、
第
六
教
区
音

川
教
会（
富

山
市
婦
中
町

外
輪
野
）に

て
常
楽
院
日

経
上
人
御
命

日
忌
報
恩
法

要
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
も
あ
り
、
規
模
を

縮
小
し
て
の
法
要
と
な
り
ま

し
た
が
、
各
地
よ
り
参
列
の
会

員
諸
師
、並
び
に
音
川
教
会
を

熱
心
に
護
持
い
た
だ
い
て
い
る

若
瀬
氏
と
共
に
日
経
上
人
の

終
焉
の
地
で
お
題
目
を
唱
え
、

不
惜
身
命
の
精
神
で
法
華
経

弘
通
に
邁
進
さ
れ
た
日
経
上

人
の
ご
遺
徳
を
偲
び
ま
し
た
。

第
八
教
区

寛
文
法
難
先
師
顕
彰
参
拝

　
10
月
4
日
、
恒
例
の
寛
文

法
難
先
師
顕
彰
参
拝
が
行
わ

れ
、
現
地（
宮
崎
県
日
南
市

北
郷
地
区
）在
住
で
、
日
頃

よ
り
顕
彰
碑
等
の
管
理
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
清せ

い

氏
と

関
係
者
代
表
が
、
寛
文
５
年

遷
　
化

　
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
第
28

世
　
吉
本
乗
明
師
が
、
令
和
3
年
8
月

13
日
に
世
寿
58
歳（
数
え
年
）に
て
遷

化
さ
れ
ま
し
た
。
8
月
17
日
密
葬
、
10

月
2
日
に
本
葬
が
蓮
華
寺
に
お
い
て
、
両
日
と
も
島
田
幸
晴

師
（
広
島
市
・
妙
詠
寺
住
職
）
を
導
師
に
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

略
歴 

昭
和
39
年
、
広
島
県
生
ま
れ
。

平
成
16
年
、
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
住
職
に
就
任
。

宗
内
に
お
い
て
は
、
平
成
16
年
第
8
教
区
布
教
師
。
平
成

25
年
特
命
布
教
師
（
3
期
）。
令
和
2
年
宗
会
議
員
等
歴
任
。

蓮
華
寺
伽
藍
復
興
、
寺
門
興
隆
に
尽
力
さ
れ
た
。

梅ば
い
こ
う
い
ん

香
院
日に

ち
ゆ
う游

上
人

（
１
６
６
６
）に
配
流
と
な
ら

れ
た
精
進
院
日
英
上
人
・
福

智
院
日
応
上
人
の
ご
遺
徳
を

偲
び
、
先
師
顕
彰
碑
前
に
お

い
て
報
恩
法
要
を
厳
修
い
た

し
ま
し
た
。

宣
言
」
が
解
除
さ
れ
、
末
寺

の
お
上
人
方
や
本
山
檀
信
徒

が
参
詣
、
２
日
間
に
わ
た
り

報
恩
法
要
を
勤
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
12
日
の
逮
夜
法
要
で
は
、

式
衆
が
灯
明
を
掲
げ
て
本
堂

を
行
道
す
る
な
ど
、
幽
玄
な

雰
囲
気
の
な
か
で
大
聖
人
の

ご
遺
徳
を
お
偲
び
し
、
翌
13

日
も
、
大
川
猊
下
大
導
師
の

も
と
、
正
当
法
要
が
奉
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
法
要
後
は
、
顕
本
法
華
宗

特
命
布
教
師
・
藤
本
智
成
師

（
岡
山
本
経
寺
住
職
）
に
よ

る
「
御
会
式
に
寄
せ
て
～
菩

提
寺
と
妙
満
寺
～
」
と
題
す

る
法
話
が
あ
り
、
参
詣
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

第
７
４
０
回

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
報
恩

御
会
式
奉
行

　
10
月
12
日
・
13
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
第
７
４
０
回

に
当
た
る
宗
祖
日
蓮
大
聖
人

報
恩
御
会
式
が
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
９
月
30
日
に
「
緊
急
事
態

霊
宝
「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」

お
里
帰
り

　
10
月
23
日
、
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、「『
安
珍
・

清
姫
の
鐘
』お
里
帰
り
法
要
」

が
奉
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
山
に
伝
わ
る
道
成
寺
二

代
目
釣
鐘「
安
珍・清
姫
の
鐘
」

は
、
正
平
年
間
に
逸
見
万
寿

丸
（
源
清
重
）
に
よ
り
道
成

寺
に
寄
進
さ
れ
、
逸
見
万
寿

丸
の
生
誕
７
０
０
年
に
当
た

る
今
年
「
逸
見
万
壽
丸
生
誕

七
百
年
を
祝
う
会
」
が
発
足
、

平
成
16
年
以
来
17
年
ぶ
り
に

「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」
が
道
成

寺
に
お
里
帰
り
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
道
成
寺
で
は
、
秘

仏
千
手
観
音
像
の
「
中
開
帳
」

（
本
来
は
33
年
ご
と
に
開
帳
）

が
特
別
に
行
わ
れ
、
11
月
18

日
ま
で
の
期
間
、
逸
見
万
寿
丸

ゆ
か
り
の
本
堂
に
釣
鐘
・
秘
仏

が
会
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

道成寺本堂に安置された
「安珍清姫の鐘」

23 22令和 4年は立正大師諡号宣下 100 周年です。



釈し
ゃ
く

尊そ
ん

は
孝こ

う

養よ
う

の
人ひ

と

を

　

世せ

尊そ
ん

と
な
づ
け
給た

ま

え
り

曽そ

や谷
殿ど

の

御ご

返へ
ん

事じ

弘
安
二
年
（
一
二
七
九
）
大
聖
人
五
十
八
歳

　
こ
の
ご
遺
文
は
、
日
蓮
大
聖
人
が
58

歳
の
時
に
身み

延の
ぶ

に
お
い
て
曾そ

や谷
教き
ょ
う

信し
ん

氏
の
長
子
で
、
父
の
信
仰
を
継
い
で
大

聖
人
へ
帰
依
し
た
曾
谷
道ど
う
そ
う崇

氏
へ
書
か

れ
た
も
の
で
す
。
焼
米
二
俵
が
身
延
へ

届
け
ら
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
と
、
法
門

が
説
か
れ
て
い
ま
す
。

　
冒
頭
に
、
油
と
燈
明
（
油
皿
に
油

を
入
れ
、
油
に
芯
を
浸
し
て
火
を
と
も

す
）
の
関
係
を
引
用
し
て
三
つ
の
譬
え

を
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　「
尊
い
人
の
命
を
継
ぐ
も
の
は
米
で

あ
る
。
譬
え
て
言
え
ば
、
米
は
油
、
人

の
命
は
燈
で
あ
る
。
ま
た
、
法
華
経
は

燈
、
そ
の
教
え
を
弘
め
る
行
者
は
油
、

そ
し
て
法
華
経
の
行
者
は
燈
、
行
者

を
援
助
し
布
施
す
る
信
者
は
油
、
油

な
し
に
行
者
は
布
教
で
き
な
い
」
と
説

か
れ
、
道
崇
氏
の
ご
供
養
、
布
施
行

に
な
ぞ
ら
え
、
法
華
経
弘
通
の
大
事

を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
輪り
ん

陀だ

王お
う

の
故
事
を
引
か
れ

「
輪
陀
王
の
白
馬
が
白
鳥
を
み
て
鳴
き
、

そ
の
声
を
聞
い
て
王
は
命
を
と
り
と
め

元
気
と
な
る
。
そ
の
白
馬
の
声
は
我
々

が
唱
え
る
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
声
で

あ
る
。
お
題
目
の
声
を
聞
い
て
、
諸
天

善
神
は
必
ず
我
ら
同
門
を
守
護
し
て

く
だ
さ
る
」
と
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　
最
後
に
、
身
延
で
の
仏
事
供
養
へ
の

布
施
に
対
し
て
「
孝
養
の
人
、
お
釈

迦
様
の
よ
う
な
人
」
で
あ
る
と
道
崇

氏
を
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

天て
ん

の
三さ

ん
こ
う光
に
身み

を
あ
た
た
め

　

地ち

の
五ご

穀こ
く

に
精た

ま
し
い神
を
養や

し
な

う

四し

恩お
ん

鈔じ
ょ
う

弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
大
聖
人
四
十
一
歳

　
こ
の
ご
遺
文
は
日
蓮
大
聖
人
が
41

歳
の
時
に
流
罪
地
で
あ
る
、
伊
豆
の
伊

東
よ
り
、
信
者
で
あ
る
工く

藤ど
う

吉よ
し
た
か隆

氏
へ

宛
て
て
書
か
れ
た
も
の
で
す
。

　
大
聖
人
は
こ
の
ご
遺
文
の
な
か
で
、

「
法
華
経
の
経
文
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

法
華
経
を
信
じ
、
そ
の
教
え
を
弘
め

た
た
め
に
迫
害
を
受
け
流
罪
の
身
と

な
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
昼
夜
間
断
な

く
、
法
華
経
を
読
誦
し
修
行
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
人
と
し
て
生
ま
れ
、
こ

れ
以
上
の
悦
び
は
な
い
」
と
、
流
罪
地

で
の
心
境
を
あ
か
さ
れ
、
法
華
経
の
行

者
と
し
て
の
覚
悟
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
流
罪
に
し
た
国
主
と
人
々
を

恨
む
こ
と
な
く
、
法
華
経
を
修
行
さ

せ
た
「
恩
深
き
人
」
と
も
述
べ
ら
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
今
月
の
ご
聖
訓
で
は

「
天
の
三
光
（
太
陽
と
月
と
星
）
に
身

を
あ
た
た
め
守
ら
れ
、
ま
た
地
の
五

穀
（
米
・
麦
・
粟
・
豆
・
黍
な
ど
）
の

自
然
の
恵
み
に
命
の
源
は
養
わ
れ
て
い

る
」
と
、
天
地
の
恵
み
へ
の
感
謝
を
つ

ね
に
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
示
さ

れ
ま
し
た
。

　
我
々
法
華
経
を
信
仰
す
る
者
は
、

ど
ん
な
に
苦
し
い
時
で
も
、
法
華
経
の

教
主
で
あ
る
お
釈
迦
様
の
大
慈
悲
の

な
か
に
あ
り
ま
す
。
真
の
法
華
経
の

行
者
で
あ
る
大
聖
人
の
御
指
南
を
た

よ
り
に
、
一
心
に
お
題
目
　
南
無
妙
法

蓮
華
経
を
唱
え
ま
し
ょ
う
。
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務
院

全
国
布
教
師
研
修
会

　
10
月
29
日
、
全
国
布
教
師

研
修
会
並
び
に
総
会
が
、Z
ｏ

ｏ
ｍ
を
使
っ
た
リ
モ
ー
ト
会

議
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研

修
会
で
は
、
特
命
布
教
師
の

川
崎
英
真
師（
千
葉
県
茂
原
市

龍
教
寺
住
職
）に
よ
る「
御
本

尊
集
・
史
料
集
に
つ
い
て
の
説

明
」の
講
義
が
あ
り
、
御
本
尊

集
・
資
料
集
の
内
容
や
、
そ
れ

ら
の
価
値
に
つ
い
て
詳
細
な
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者

か
ら
質
問
や
活
発
な
意
見
交

換
が
あ
り
ま
し
た
。

第
六
教
区

常
楽
院
日
経
上
人
報
恩
の
会

　
10
月
27
日
、
第
六
教
区
音

川
教
会（
富

山
市
婦
中
町

外
輪
野
）に

て
常
楽
院
日

経
上
人
御
命

日
忌
報
恩
法

要
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
も
あ
り
、
規
模
を

縮
小
し
て
の
法
要
と
な
り
ま

し
た
が
、
各
地
よ
り
参
列
の
会

員
諸
師
、並
び
に
音
川
教
会
を

熱
心
に
護
持
い
た
だ
い
て
い
る

若
瀬
氏
と
共
に
日
経
上
人
の

終
焉
の
地
で
お
題
目
を
唱
え
、

不
惜
身
命
の
精
神
で
法
華
経

弘
通
に
邁
進
さ
れ
た
日
経
上

人
の
ご
遺
徳
を
偲
び
ま
し
た
。

第
八
教
区

寛
文
法
難
先
師
顕
彰
参
拝

　
10
月
4
日
、
恒
例
の
寛
文

法
難
先
師
顕
彰
参
拝
が
行
わ

れ
、
現
地（
宮
崎
県
日
南
市

北
郷
地
区
）在
住
で
、
日
頃

よ
り
顕
彰
碑
等
の
管
理
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
清せ

い

氏
と

関
係
者
代
表
が
、
寛
文
５
年

遷
　
化

　
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
第
28

世
　
吉
本
乗
明
師
が
、
令
和
3
年
8
月

13
日
に
世
寿
58
歳（
数
え
年
）に
て
遷

化
さ
れ
ま
し
た
。
8
月
17
日
密
葬
、
10

月
2
日
に
本
葬
が
蓮
華
寺
に
お
い
て
、
両
日
と
も
島
田
幸
晴

師
（
広
島
市
・
妙
詠
寺
住
職
）
を
導
師
に
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

略
歴 

昭
和
39
年
、
広
島
県
生
ま
れ
。

平
成
16
年
、
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
住
職
に
就
任
。

宗
内
に
お
い
て
は
、
平
成
16
年
第
8
教
区
布
教
師
。
平
成

25
年
特
命
布
教
師
（
3
期
）。
令
和
2
年
宗
会
議
員
等
歴
任
。

蓮
華
寺
伽
藍
復
興
、
寺
門
興
隆
に
尽
力
さ
れ
た
。

梅ば
い
こ
う
い
ん

香
院
日に

ち
ゆ
う游

上
人

（
１
６
６
６
）に
配
流
と
な
ら

れ
た
精
進
院
日
英
上
人
・
福

智
院
日
応
上
人
の
ご
遺
徳
を

偲
び
、
先
師
顕
彰
碑
前
に
お

い
て
報
恩
法
要
を
厳
修
い
た

し
ま
し
た
。

宣
言
」
が
解
除
さ
れ
、
末
寺

の
お
上
人
方
や
本
山
檀
信
徒

が
参
詣
、
２
日
間
に
わ
た
り

報
恩
法
要
を
勤
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
12
日
の
逮
夜
法
要
で
は
、

式
衆
が
灯
明
を
掲
げ
て
本
堂

を
行
道
す
る
な
ど
、
幽
玄
な

雰
囲
気
の
な
か
で
大
聖
人
の

ご
遺
徳
を
お
偲
び
し
、
翌
13

日
も
、
大
川
猊
下
大
導
師
の

も
と
、
正
当
法
要
が
奉
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
法
要
後
は
、
顕
本
法
華
宗

特
命
布
教
師
・
藤
本
智
成
師

（
岡
山
本
経
寺
住
職
）
に
よ

る
「
御
会
式
に
寄
せ
て
～
菩

提
寺
と
妙
満
寺
～
」
と
題
す

る
法
話
が
あ
り
、
参
詣
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

第
７
４
０
回

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
報
恩

御
会
式
奉
行

　
10
月
12
日
・
13
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
第
７
４
０
回

に
当
た
る
宗
祖
日
蓮
大
聖
人

報
恩
御
会
式
が
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
９
月
30
日
に
「
緊
急
事
態

霊
宝
「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」

お
里
帰
り

　
10
月
23
日
、
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、「『
安
珍
・

清
姫
の
鐘
』お
里
帰
り
法
要
」

が
奉
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
山
に
伝
わ
る
道
成
寺
二

代
目
釣
鐘「
安
珍・清
姫
の
鐘
」

は
、
正
平
年
間
に
逸
見
万
寿

丸
（
源
清
重
）
に
よ
り
道
成

寺
に
寄
進
さ
れ
、
逸
見
万
寿

丸
の
生
誕
７
０
０
年
に
当
た

る
今
年
「
逸
見
万
壽
丸
生
誕

七
百
年
を
祝
う
会
」
が
発
足
、

平
成
16
年
以
来
17
年
ぶ
り
に

「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」
が
道
成

寺
に
お
里
帰
り
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
道
成
寺
で
は
、
秘

仏
千
手
観
音
像
の
「
中
開
帳
」

（
本
来
は
33
年
ご
と
に
開
帳
）

が
特
別
に
行
わ
れ
、
11
月
18

日
ま
で
の
期
間
、
逸
見
万
寿
丸

ゆ
か
り
の
本
堂
に
釣
鐘
・
秘
仏

が
会
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

道成寺本堂に安置された
「安珍清姫の鐘」

23 22令和 4年は立正大師諡号宣下 100 周年です。 10


